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この「横手市社協だより」は、社協会費を活用しています

傾聴ボランティア養成研修の様子
※みんなの活動ひろば（７P）に記事を掲載しています。



２社協だより３ 社協だより

みんなが主役！ みんなでつくる　人にやさしいまち横手
大会テーマ

令和元年度 横手市社会福祉大会
　10月24日（木）、秋田ふるさと村ドーム劇場を会場に「横手市社会福祉大会」が
開催され、ご来賓や福祉関係者など約750名の方々にご参加いただきました。
　大会では、長年にわたって社会福祉の向上に尽力されている方々の表彰や地域共生
社会の実現に向けた大会宣言の提唱を行った式典のほか、福祉活動の実践発表や落語
家による講演が行われました。

社
会
福
祉
功
労

▼
横

　手
…
佐
藤
育
、
内
田
麗
子
、

　
　
　
　
　上
垣
静
子
、
伊
藤
浩
、

　
　
　
　
　奥
山
壽
子
、
石
川
信
雄
、

　
　
　
　
　髙
𣘺
忠
雄
、
大
倉
良
司

▼
増

　田
…
佐
々
木
恵
子

▼
平

　鹿
…
梅
津
輝
夫
、
佐
藤
仁

▼
雄
物
川
…
佐
藤
武
松
、
大
滝
七
雄
、

　
　
　
　
　柴
田
栄
子

▼
大

　森
…
加
藤
悦
子
、
芦
澤
隆
男

▼
十
文
字
…
柴
田
陽
子
、
小
西
與
一
、

　
　
　
　
　高
橋
薫
、
伊
藤
信
子
、

　
　
　
　
　神
原
修
三

▼
山

　内
…
照
井
克
美

▼
大

　雄
…
佐
々
木
和
悦
、
佐
々
木
敏
廣

◆
長
年
に
わ
た
り
、
福
祉
協
力
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の

活
動
が
顕
著
な
皆
様

◆
長
年
に
わ
た
り
、

社
会
奉
仕
活
動
を

行
い
、
そ
の
功
績

が
顕
著
な
方

▼
得
平
豊
秋
（
横

　手
）

　長
年
に
わ
た
り
、
公

園
の
環
境
整
備
な
ど
の

奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
感
謝
状

◆
本
会
へ
の
多
額
な
浄
財
や
介
護
用
品
等
の
寄
付
に
よ
り
、

社
会
福
祉
事
業
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
皆
様

▼
ハ
イ
レ
ン
デ
ム
ジ
ー
ク

（
秋
田
市
）

　長
年
に
わ
た
り
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
宗
教
法
人 

親
奥
院

（
横

　手
）

　長
年
に
わ
た
り
、
高
額
な

浄
財
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
鹿
総
合
病
院
（
横

　手
）

　長
年
に
わ
た
り
、
病
院
祭

等
の
バ
ザ
ー
収
益
金
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

▼
よ
ね
や
商
事
株
式
会
社

（
横

　手
）

▼
市
立
植
田
小
学
校

　児
童
会

　
　
　

 

（
十
文
字
）

　長
年
に
わ
た
り
、
買
い
物

袋
シ
ー
ル
運
動
を
通
じ
て
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　長
年
に
わ
た
り
、
介
護
用

品
や
福
祉
用
具
な
ど
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

◆
長
年
に
わ
た
り
、

　本
会
役
員
と
し
て

　社
会
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
皆
様

▼
戸
部
英
二
（
平

　鹿
）

　長
年
に
わ
た
り
、
本

会
副
会
長
と
し
て
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

▼
照
井
優
子
（
横

　手
）

　長
年
に
わ
た
り
、
本

会
理
事
と
し
て
社
会
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

▼
吉
田
吉
男
（
十
文
字
）

　長
年
に
わ
た
り
、
本

会
理
事
と
し
て
社
会
福

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　本大会を契機に、地域の一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を
共に創っていく社会の実現、またみんなで協力しながら、みんなが
安心して暮らすことのできる地域をめざして参ります。

横手市
社会福祉協議会
会長表彰

受
賞
者
の
ご
紹
介

（敬称略・順不同）

よこて父ちゃんの楽校

福祉活動実践
発表

「私たちの
　生きがい・仲間づくり、
地域貢献活動について」

　「
特
技
や
趣
味
な
ど
を

活
か
し
て
、
自
分
た
ち
が

楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
地

域
貢
献
」
を
合
言
葉
に
、

退
職
・
シ
ニ
ア
世
代
の
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　太
陽
の
園
の
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
、
施
設
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
音
楽

に
合
わ
せ
た
踊
り
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
演

奏
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　落
語
家
の
真
打
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
と
共
に
、
介
護
現
場
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
き
っ
か
け
に
介
護
ヘ

ル
パ
ー
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
林
家

氏
よ
り
、
介
護
の
実
体
験
を
も
と
に

し
た
創
作
落
語
な
ど
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

アトラクション講 演

NPO法人太陽の園 ご利用者の皆さん

「元気がもらえる
歌や楽器の演奏」

林家　源平氏
（落語家）

「介護落語で
イキイキ表情に！」
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避難行動要支援者個別計画等策定事業

災害時の避難等で
特に支援が必要なお年寄りや
体の不自由な方の名簿を
作成します
　高齢者や障がい者が多数犠牲となった東日本大震災を教訓に
「災害対策基本法」が改正されました。その中で、災害時に自力で避難することが困
難な方で、特に支援を必要とする方を『避難行動要支援者』として位置づけ、災害時
に迅速な支援ができるように市町村単位で名簿を作成することとなりました。

　近年、災害は身近になってきています。横手市社会福祉協議会では、
災害にも強い地域づくりのために、地域での普段の見守り活動を活かし
ながら、地域の皆さんからの支援を必要とする方の情報を基に事業に取
り組んでいきます。災害時の支援体制がすでにできている、または検討
している町内会（自治会）等は、下記まで情報をお寄せください。

社会福祉法人 横手市社会福祉協議会本部 地域福祉課　TEL 36－5377

名簿はどのように活用されるの？
　災害時または災害が発生する恐れがあるときの避難支援

や安否確認、生命や身体を保護するために必要な措置を実

施するための基礎となる名簿として作成します。作成した

名簿は、避難支援等の実施に必要な限度で消防機関や警察、

民生委員や社会福祉協議会、自主防災組織、避難支援等関

係者へ提供されますが、名簿の提供については本人から同

意を得られた場合に限ります。

名簿には
どのような情報が
登録されるの？
　近隣の支援者、一時避難場

所、緊急連絡先、避難時の留

意事項など、避難をする際に

必要な情報が登録されます。

どのような方が対象となるの？
❶65歳以上の要介護認定者・ひとり暮らし高齢者
❷身体障害者手帳所持者
❸療育手帳所持者
❹精神障害者福祉保健手帳所持者
❺秋田県特定疾患医療給付受給者で重症認定者
※ただし、上記以外で特に支援が必要と思われる方が
いる場合は対象となります。

公
民
館

　

非常用持出袋

「教育支援資金」のご案内
生活福祉資金

　社会福祉協議会では、経済的にお困りの世帯に、高校や専門学校、
大学などの進学に必要な資金を貸付しています。
　“進学を考えているけれど経費は大丈夫かな”
“奨学金の申請が間に合わなかったけどど
うしよう”“今の収入では足りないけれど
どうしたらいいの”など、進学にあたっ
て不安を抱えられている場合は、ぜひご
相談ください。なお、ご相談から貸付までは１ヵ月ほどお時間が必要ですので、
お早めにご相談ください。

借 受 人

原則、就学する本人

貸付対象

低所得世帯
※但し、他の貸付制度（国の教育ローン、

母子父子寡婦福祉資金・日本学生支援

機構の奨学金など）を利用することが

困難な世帯。

連帯借受人

原則、同一世帯の生計中心者

連帯保証人

連帯借受人がいる場合、原則不要

返済までの猶予期間

卒業後６ヵ月以内

返済期間

猶予期間後、20年以内

貸付利子

無利子
※但し、償還期限日までに返済されな

かった場合は延滞利子が発生します。

貸付資金の種類 貸付限度額

教育支援費
高等学校や高等専門学校、大学な
どに就学するために必要な経費

◇高等学校　　　月 3.5 万円以内
◇高等専門学校　月 6万円以内
◇短期大学　　　月 6万円以内
◇大　学　　　　月 6.5 万円以内

就学支度費
高等学校や高等専門学校、大学な
どへの入学に際し必要な経費

50万円以内

◉教育支援資金に関するお問い合わせは、
最寄りの福祉センターまたは横手市くら
しの相談窓口（☎32－6101）まで。
◉教育支援資金以外の貸付もありますので
ご相談ください。
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上町和みの会福祉座談会
みんなが役割を持てる地域づくり
8.23金 /いこいの里増田敷地内9.18水 /平寿苑

金沢保育園との交流会
かわいい園児に笑顔がほころぶ

10.17木 /康寿館

秋田県社会福祉大会
関係機関との連携・協働による地域福祉の向上へ

10.30水 /秋田市文化会館

秋の味覚まつり

百寿お祝いの会

秋の味覚に舌鼓

平寿苑ご利用者 眞田ナツヱ様

10.2水 /憩寿園

民生児童委員・福祉協力員合同研修会
移動手段を考えるきっかけに
8.26月 /平鹿生涯学習センター

傾聴ボランティア養成講座
目、耳、心で“聴く”
十文字ふれあい館

第39回 輪
わ

気
き

愛
あい

相
あい

スポーツ交流会
小春日和にスポーツで交流

10.27日 /さかえ館

ひ ろ ばみんなの活動

　長年住んでいる方からの情報や若い方か
らの新情報など、地域の情報を交換する良
い機会となりました。高齢者でも元気でい
ることで支援される側ではなく、する側に
なれれば良いなどの声もあがりました。

　眞田ナツヱ様の100歳を記念し、ご家族
にも同席いただき一緒にお祝いしました。
眞田様は賀詞を受け取られると、満面の笑
みを浮かべて大変喜ばれ、会が終了した後
もしばらくの間笑顔で過ごされていました。

　園児11名が太鼓やダンスを披露すると、
ご利用者も一緒に手を取りながら演奏に参
加しました。ひ孫世代の園児の来館に、柔
らかい笑顔が見られ、園児が帰る時には涙
ぐんでいるご利用者もいました。

　県社会福祉大会において、当会が県社会
福祉協議会会長表彰（優良社会福祉協議会）
を受賞しました。また「行政と連携した災
害時支援活動の取組み」と題して、当会職
員が実践発表を行いました。

　秋晴れに恵まれた中、園の中庭で秋の味
覚まつりを行いました。例年と同じように
炭火を使いさんまを塩焼きにしましたが、
今年はさんま以外にも季節の野菜も一緒に
焼き、旬の味覚を味わいました。

　民生委員や福祉協力員、自治会長など69
名が参加し、運転免許証を自主返納した場
合の行政等の支援について市職員より情報
提供していただき、自主返納した参加者の
体験談を交えて意見交換を行いました。

　地域福祉活動の実践者育成を目的に全４
日間の日程で傾聴ボランティア養成講座を
開催しました。受講者からは“今後の生活
に活かしたい”“活動に参加してみたい”
などの声がありました。

　障がいのある方やボランティア、中高生
など139名が軽スポーツなどで交流しまし
た。中高生は競技補助などに積極的に関わ
り、その頑張りに元気をもらいながら皆さ
ん和気あいあいと競技に参加していました。
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サロン
で 元気！de

　
健
康
講
話
や
体
操
、
折
り
紙
な
ど
、

み
ん
な
で
計
画
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
会
館
よ
り

徒
歩
３
分
で
行
け
る
「
増
田
ま
ん
が
美

術
館
」
に
行
き
、
日
本
で
唯
一
の
有
名

漫
画
家
の
作
品
や
原
画
を
保
存
し
て
い

る
蔵
な
ど
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
笑
い
あ
い
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
こ
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン

を
末
永
く
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新

　町

い
き
い
き
サ
ロ
ン

増　田

　
サ
ロ
ン
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
外

で
見
か
け
な
く
な
っ
た
方
が
増
え
た
よ

う
に
感
じ
た
こ
と
で
す
。
家
の
近
く
に

「
お
茶
や
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
場
所
」
が
あ
れ

ば
外
出
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
地
区
役
員
に
協
力
し
て

も
ら
い
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　〝
笑
い
は
健
康
の
元
〞。
こ
れ
か
ら
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
み
ん
な
と
一
緒
に
笑
顔
の
絶
え

な
い
サ
ロ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン

南

　郷

山　内

　
大
雄
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
参

考
に
、
今
年
五
月
に
槻
の
木
団
地
の
サ

ロ
ン
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
域

に
会
館
が
な
い
た
め
、
大
雄
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
集
ま
り
、
夏
に
は

盆
踊
り
の
練
習
も
し
た
り
と
、
親
睦
を

深
め
な
が
ら
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
参
加
者
が
先
生
と
な
っ
て

手
ぬ
ぐ
い
を
使
っ
た
軽
運
動
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
元
気
に

楽
し
く
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

お
も
い
や
り

生
き
生
き
サ
ロ
ン

大　雄

生 体支活 制援
事整 業備 支えあいの地域づくり

みんながいきいきと暮らせる

第10回

平鹿地域生活支援協議体「ひらか支え愛ねっと」の取り組み

　ひらか支え愛ねっとでは、地域の皆さんがつながり

を深め、自然な見守りや支えあいなどを地域に広める

ためには、お互いに交流できる『居場所』が重要であ

ると考え、居場所づくりをテーマに取り組んでいます。

　地域にはたくさんの居場所の取り組みがある一方で、

リーダー不足で町内行事などが休止になり、交流機会が少

なくなった地域もあります。

　ひらか支え愛ねっとでは、地域の皆さんが居場所への関

心を持ち参加していただけるように、また、地域の状況に

あわせた居場所がますます広がるように、居場所に関する

情報発信や居場所づくりのお手伝いをしています。

　居場所をきっかけに地域の皆さんが元気で安心して暮ら

せるように、今後も取り組みを進めていきます。
居場所を周知するポスターを敬老会や
芸文祭などの機会にあわせて掲示

みんながつながる居場所を広げるために

主
な
取
り
組
み

●地域の居場所を紹介するポス
ターやチラシを作成し、地域へ
情報発信
●地域の皆さんと一緒に、地域に
必要な居場所づくりを検討

あなたの ～わ
たしの～

ふくし作品コーナー

身
近
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
福
祉
作
品
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

◉
作
品
種
類
　
絵
、
工
作
、
手
芸
、
写
真
、
川
柳
、
標
語
な
ど

◉
応
募
方
法
　
作
品
と
作
品
へ
の
思
い
や
説
明
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー

ム
可
）、
連
絡
先
（
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
）
を
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
ハ
ガ
キ
、

e
-
m
ail

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
※
絵
や
工
作
、
手
芸
な
ど
は
写
真
デ
ー
タ
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

◉
応
募
先
　
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
し
作
品
コ
ー
ナ
ー
係

　
　
　
　
　
　
〒
０
１
３

－

０
０
７
２
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県
横
手
市
卸
町
５

－
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Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
８
２

－

36

－

５
３
８
８

　
　
　
　
　
　e

-
m
ail

：tii
k
i
@
yo
k
o
t
e
-
s
h
a
k
yo.
j
p

◉
締
切
日
　
令
和
元
年
十
二
月
二
十
五
日
（
水
）

（
二
月
発
行
予
定
）
　テ
ー
マ「
え
が
お
」

次号
健

　康

テ
ー
マ

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、
川
柳
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

三
日
坊
主
直
す
が
一
番
健
康
法

俺
の
母
畑
畑
で
九
十
五

　健
康
番
組
な
ど
を
見
て
は
、
早
速
試
み
る
が
長
続
き
し
な
い
。
継
続

は
力
な
り
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
努
力
し
て
み
る
。
最
近
、
鏡
の
中

の
自
分
が
少
し
若
返
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
気
の
せ
い
か
…
。

　私
の
母
は
、
毎
日
の
よ
う
に
畑
畑
と
言
っ
て
は
畑
作
業
に
明
け
暮
れ

て
九
十
五
歳
に
な
り
ま
し
た
。
母
の
健
康
の
元
は
、畑
と
知
り
ま
し
た
。

ペ
ン
ネ
ー
ム 

宏
ち
ゃ
ん
／
増

　田

淡

　路

　鉄

　夫 

さ
ん
／
横

　手
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ふくし掲示板
　降雪期間に高齢者世帯や障
がい者世帯などの除雪活動に
参加いただけるボランティア
を募集します。
◆募集対象／除雪作業ができ
る個人、団体、企業など
◆活動期間／ 12月から３月
の降雪期間中（随時）
◆活動内容／高齢者世帯や障
がい者世帯などの家屋周辺
での除雪作業（※雪下ろし
や危険を伴う作業は行いま
せん。）
◆活動条件／ボランティア活
動保険に加入していただき
ます。（原則、スコップや
スノーダンプ持参）

　地域で除雪活動を行う団体
がボランティア活動保険に加
入する際の費用を一部負担し
ます。
◆対象／自力で除雪を行うこ
とが困難な世帯などの除雪
を行う二人以上で構成され
た団体（町内会、共助組織、
ボランティアなど）
◆条件／申請書や名簿を提出
していただきます。また活
動終了後には報告書を提出
していただきます。（※そ
の他、詳しい内容について
はお問い合わせください。）

　よこて父ちゃんの楽校の生
徒が障子張替ボランティアを
行います。
◆対象／①福祉施設、②高齢
者などの自力で張替が困難
な方など

◆経費／無料。但し、障子紙や

糊は準備していただきます。
◆その他／依頼者の状況や張
替枚数などを確認し、日程
調整します。

　何かお話がしたい方や会場
の近くまで来た方など、ふら
～っと気軽に立ち寄って誰で
もフラットに語り合える場を
開設しています。
◆期日／①12月18日（水）、
②１月17日（金）

◆時間／午前10時～午後１時
◆会場／横手市交流センター
Ｙ2ぷらざ １階 オープンス
ペース
◆内容／語らい、催しなど
◆参加費／無料
◆その他／どなたでも参加で
きるので、都合のつく時間
に自由にお越しください。

　生活困窮世帯などに食品を
お届けするフードドライブ事
業を実施しています。消費期
限が一か月以上先で常温保存
できる食品がご自宅にありま
したら、是非お寄せください。

　様々な理由で学校や塾など
に行くことができないけれど
も、将来に向けて自主的に勉
強したい児童生徒を募集して
います。
◆支援内容／授業や勉強でわ
からなかったところを質問
形式のマンツーマンで教え
てくれます。
◆日時／毎週土曜日の午後４
時～午後６時
◆会場／横手市中央公民館
（横手市女性センター）
◆対象者／小学校１年生から
高校３年生まで
◆参加費／無料
◆その他／利用には事前の申
し込みが必要です

※ふくし掲示板に関するお問
い合わせは、本部地域福祉
課 ☎36－5377又は最寄り
の福祉センターまで

除雪ボランティアの募集

除雪活動団体等への支援

障子張替を希望する方募集

善意
令和元年８月16日～令和元年10月31日受付分ありがとうございました

寄付金や物品などをお寄せいただいた皆様、ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹介しています。
また、寄付金額や物品名は、承諾をいただいた方のみ掲載しています。※順不同

ふらっとカフェの開催

フードドライブへの
ご協力をお願いします

学びや横手（無料学習支援）の
生徒募集

　本誌67号５頁の下に、赤い羽根
共同募金運動キャッチコピーの入選
者を「石田雄

ゆ

蒼
あ

」さんと掲載しまし
たが、正しくは「石田雄

ゆう

蒼
あ

」さん
です。訂正してお詫びいたします。

お詫びと訂正

相談所のお知らせ　　　　　　12～２月

◉無料法律相談所【予約受付：平鹿福祉センター ☎24－3283】
※３日前までに要予約。一人30分まで▲

12月４日（水）13：00～15：00　Ｙ２ぷらざ▲

12月18日（水）10：00～12：00　大森コミュニティセンター▲

12月23日（月）10：00～12：00　平鹿町ゆとり館▲

１月８日（水）13：00～15：00　Ｙ２ぷらざ▲

１月15日（水）10：00～12：00　十文字町健康福祉センター▲

１月27日（月）10：00～12：00　大雄地域福祉センター▲

２月５日（水）13：00～15：00　Ｙ２ぷらざ▲

２月21日（金）10：00～12：00　増田地域局▲

２月28日（金）10：00～12：00　雄物川在宅介護支援センター
◉無料税務相談所【問合せ：横手福祉センター ☎33－8668】※予約不要▲

12月12日（木）、１月９日（木）、２月13日（木）
　　　　　　　　 9：30～12：00　Ｙ２ぷらざ ３階

◆藤原　貞一様（増田・湯野沢）
〈30,000円〉

◆チャリティーテニス大会
　　　　 有志一同様〈2,000円〉
◆平鹿総合病院様　〈57,553円〉
◆ＮＰＯ虹の会
　第３回チャリティーショー様

〈20,000円〉
◆谷川　都子様（横手・朝倉町）
◆髙橋　亮介様（大森・二ッ森）
◆大沼　敏雄様（大森・八日町）
◆松本　義雄様（十文字・荒田目）
◆よねや商事㈱様
◆横手南中学校様

◆小松　　肇様（十文字・能平喜）
〈おむつ他〉

◆佐藤　昭逸様（雄物川・東里）
〈メロン13個〉

◆熊谷　秋夫様（十文字・梨木）
〈玄米30㎏〉

◆大雄環境保全隊様
◆傾聴ボランティア
　　　　　 ささやき様
◆十文字ライオンズクラブ様
◆おはなし大すきの会様
◆横手市勤労者互助会
　　　　　　　女性部様
◆傾聴ボランティア
　　　　　「ひまわり」様
◆いちご会様
◆フラサークル
　　 マナマナ&カプア様
◆大雄茶道教室様
◆津軽三味線黒澤会様
◆ブルーサルビア様
◆椿寿会様
◆日本詩吟学院秋田吟詠会

横手教場詩吟様
◆雄物川手話サークル様
◆ＮＩＳＨＩＰＩＹＯ様
◆横手北中学校吹奏楽部様
◆金沢保育園様
◆下鍋倉保育所様
◆沼館保育園様

◆樽見内保育園様
〈サツマイモ11㎏〉

◆雄川大学学生一同様
〈タオル60枚〉

◆植田小学校児童会様
〈サツマイモ10㎏〉

◆福田　清廣様（大森・武道）
◆黒澤　勝子様（十文字・曙町）

◆鈴木　了子様（横手・上内町）
◆三梨　敦子様（横手・南町）
◆鈴木由紀子様（平鹿・浅舞）
◆とっぴんぱらりのプー様
◆朝友会様
◆大森コーラス蕗様
◆艶歌嘉舞義会様
◆新日本舞踊扇佳流優仙会様
◆梅道三絃会様
◆スーパーモールラッキー様
◆横手歌謡会様
◆雄物川地域
　　　 老人クラブ連合会様
◆アンダンテの会様

寄付金など

物　品など

ボランティア・協力団体など

アンダンテの会様より平寿苑と雄水苑で
オカリナを演奏していただきました

十文字ライオンズク
ラブ様より十文字福
祉センター指定通所
介護事業所と憩寿園
で足湯をしていただ
きました

フラサークルマナマナ＆
カプア様より十文字福祉
センター指定通所介護事
業所でフラダンスを披露
していただきました



社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手福祉センター
増田福祉センター
平鹿福祉センター

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄物川福祉センター
大森福祉センター
十文字福祉センター

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858

山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑

TEL.53－3009
TEL.52－3311
TEL.38－7011

特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

横手市社協だより ●発行●横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388
E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

地域の輝く
　十文字第一小学校では、４年生の総合的学

習で「福祉と健康」をテーマに地域に根差し

た体験活動を行いました。

　地元の障がい者支援施設にご協力いただ

き、ぶどうの収穫からブドウジャムへ加工す

る就労訓練を協働で行い、完成したジャムの

試食会を十文字道の駅で開催しました。最初

はお互いに緊張した様子でしたが、協働で作

業をしていく中で笑顔が見られるようにな

り、誰に対しても分け隔てなく接する心を育

むことに繋がりました。

　活動を通して様々な方と交流を図り、福祉

施設のご利用者や、ご協力いただいた地域の

方に対して感謝の気持ちを忘れずに、さらに

福祉交流を深めていきたいと思います。また、

学んで終わりではなく、それらを再認識し、

よりよいものとして伝える「発信する力」を

養い、地域のために今後も福祉教育に力を入

れていきたいと考えています。

　今回の学習を活かし、地域の中にあったら

いいなと思うことを見つけ、自分に何ができ

るのかを考え、「誰かのために」を意識しな

がらボランティア活動を展開していきます。

ふくし
障がい者支援施設ご利用者とのブドウ収穫の様子

12社協だより

社協の
事業所紹介 特別養護老人ホーム雄水苑

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
介
護
保
険
制
度
で
介

護
認
定
が
要
介
護
３
〜
５
と
認
定
さ
れ
た
方
で
、
在

宅
で
の
生
活
が
困
難
な
方
が
入
所
で
き
る
施
設
で

す
。

　
こ
こ
雄
水
苑
に
は
、多
床
室
（
１
部
屋
二
〜
四
人
）

が
五
十
人
、
個
室
が
三
十
人
の
八
十
人
が
入
所
し
て

生
活
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
時
的
に
施
設
で
過
ご

す
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
と
し
て
八
人
の
方
が

利
用
で
き
ま
す
。

　
雄
水
苑
で
は
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
が
ご
自

宅
で
過
ご
し
て
い
た
時
の
よ
う
に
、
お
花
見
や
買
い

物
等
へ
の
外
出
支
援
や
、
入
所
し

て
い
る
方
の
想
い
を
尊
重
し
趣
味

的
な
活
動
を
支
援
し
た
り
、
季
節

折
々
の
行
事
を
行
っ
て
楽
し
み
を

持
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
過
ご
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

福祉教育活動推進校
十文字第一小学校

在
宅
で
の
生
活
継
続
が
困
難
な

　

 

高
齢
者
の
方
が
入
所
で
き
る

介
護
保
険
入
所
施
設
で
す

“人材育成に取り組み
働きやすい事業所”と
して認証されました


